










氏 まつ だ がく と名松田学土
博士の専攻分野の名称 博士(経済学)
学位記番号第 1 9 1 7 0 号
学位授与年月日 平成 17 年 3 月 25 日


















スが検討され、第 1 に官営工場や民間大経営とは異なり、主として職工数 10 名以下の零細鋳物工場では在来技術・
設備の漸次的変化によって近代化が推進されたため在来鋳物業と近代鋳物業の聞には人的・技術的連続性が濃厚にみ













第 4 章「明治期における大阪鋳物組合の再編J では、鋳物業者の組織化の実態と機能が時期別に検討される。具体
的には近世の真継家支配と大阪の鋳物師仲間の関係、株仲間解散後の営業上の混乱を修復するために組織された任意
組合、大阪堺市街商工業取締法と同業組合準則に基づいて組織された各鋳物関連組合、重要物産同業組合法によって
同業者の強制加入が可能になった機械鋳物組合の動向が分析され、その結果、以上のような組織再編の背景には「粗
製濫造」問題への対応が絶えず存在したにもかかわらず、大阪器機鋳物製造同業組合の事例からは品質検査機能はほ
とんど発揮できず、組合活動の中心は強制加入の徹底、職工争奪の取締、同業者間の調停仲裁にとどまっていたこと
が明らかにされる。
終章「総括J ではこれまでの分析結果が要約され、近代鋳物技術の導入を在来鋳物技術で補完した中小鋳物工場の
技術動向、機械工場と相互補完・共存関係にあった鋳物工場が形成する 5 つの集積地(複合集積地)の存在によって
可能となった柔軟な鋳物製品供給、日用品鋳物専業者にとどまる業者から代表的機械製造業者にまで成長する鋳物業
者までの幅広い経営展開、鋳物業者の活動を側面から支える鋳物関連商の重要な役割、同業者組合の限定された機能
などが確認され、最後に機械鋳物という多品種少量生産の展開を支えた複合集積地とそのネットワークの重要性が指
摘される。
論文審査の結果の要旨
本論文の貢献は、明治期大阪における機械工業の発展を支えた鋳物業の展開過程を、技術、生産、経営、組織化、
原材料購入と製品販売、市場の諸側面から丹念に追跡することによって、鋳物工場や機械工場、さらに工場用品業者
などとともに形成された複合集積地の存在が、多種多様な機械器具製品の供給を可能にした重要な 1 条件で、あった点
を明らかにしたことである。資料的制約から鋳物業者の経営分析、業者間の取引実態の検討がやや手薄な点などを問
題点として指摘できるが、これらはいずれも筆者の今後の課題であり、本論文は博士(経済学)の学位に値するもの
と判断する。
